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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「黄山」

黄山（こうざん：ホアンシャン）は，中華人民共和国・安徽省にある中国屈指の景勝

地．1990年に世界自然文化遺産に指定された中国一の名山である．中国では「黄色は神
の色」または「権力が一番高い」ことを表しているため，黄山という名前が付けられて

いる．4万段もの石段からなる登山道が作られ，伝説の仙境（仙人が住む世界）を彷彿
とさせる独特の景観から，古代より「黄山を見ずして，山を見たというなかれ」と語り

継がれ，数多くの文人達が訪れてきた．黄山に立ち並ぶ峰々は古生代に形成されたもの

で，その岩肌は氷河や風雨による浸食が一億年もの長きに亘って繰り返され，現在の様

な断崖絶壁の景観ができあがった．

この黄山の頂上を目指す登山道は，技術の頂点を追求し続ける技術開発の歩みを象徴

したものとして，今回の表紙デザインとした．
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昨年までの愛読者の立場から一転，初めて編集
委員を務め，さらには編集後記を書かせていただ
く機会を得ました．先輩諸氏の書かれたものを参
考に読み返してみると，ここ数年は，やはり会社
環境の変化の厳しさに触れられ，それに対応し技
術を磨いて乗り越えていく多くの意思が記載さ
れていました．
そうした技術者の思いをつなげながら，今年も
新しいジェイテクトエンジニアリングジャーナ
ルを発行します．厳しさの中で芽吹かせた新しい
技術を広くご報告できることにうれしさを感じ
ています．
今も会社を取り巻く環境は日々，グローバルに
変化していますが，技術の旗を掲げて進化し続け
るジェイテクトエンジニアリングジャーナルで
あればと思います． （山口）

ジェイテクトになって，はや 5年が過ぎようと
していますが，知名度は思っているほど向上し
ないようです．悪いことはすぐ知れ渡りますが，
知名度は，一朝一夕に向上するものではなく，や
はり，向上させるための知恵と努力を日々積み重
ねることが必要です．
今回ジェイテクトエンジニアリングジャーナ
ルの編集業務をしてみて，新しい製品・技術の開
発もこの知名度向上の一翼を担っているのだと

思いました．
なぜかと言えば，全部署の人達の絶え間ない知
恵と努力の積み重ねがジェイテクトの血となり，
肉となり，お客様の信頼につながっていくのだと
感じたからです．
今後ともジェイテクトエンジニアリングジャ
ーナルの品質を向上させることで，ジェイテクト
知名度の向上に微力ながら貢献していこうと決
意を新たにしました． （中野）

まず初めに，原稿執筆を快く引き受けていただ
いた執筆者の皆さん，そして査読・校正にご支
援いただいた執筆者上司，編集委員，デジタル総
合印刷㈱，ジェイテクトサービス㈱の皆さんに，
心より御礼申し上げます．
半年前に編集事務局として参画し，他業務とも
重なり多忙な日々を送っていましたが，発行目前
に来て，編集という新しい分野に挑戦できたこと
で視野が広がり，執筆者の方々とのコミュニケ
ーションもでき，事務局に参画して本当に良かっ
たと感じています．次号では，やり残したオリジ
ナリティの追求にも挑戦し，ジェイテクトエンジ
ニアリングジャーナルをより良い技報として発
信していきたいと思います．読者の皆様からの，
より一層のご指導・ご鞭撻をいただければ幸いで
す． （小田）

編集後記


